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	「処分に費用，労力をかける動機付けが働きにくい」については，家電リサイクル法，自動車リサイクル法が施行され，〃
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	条例で罰せられるような人をなくすようにしたい。ごみ拾いのボランティアに来る方はそういうことはしないと思う。教育によると思うが，なにかもう一つできないのか
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	事務局
	把握しているカリキュラムが小学生対象しかない，ということでした。
	こちらからも教育委員会等に働きかけていきたい｡
	佐々木（和）委員
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